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環として、1976 年に中央山東平の一角に永久方形区（30 m×30 m）を設置し、調査区内の
全出現個体を対象とした個体群動態のモニタリング調査を開始した。
永久方形区では 10 年ごとに同一の毎木調査を行って組成・構造の変化を見ることとし、
1986 年（2 回目）、1997 年（3 回目）、2007 年（4 回目）の調査を実施した。過去の調査結


















①小区画の設定：永久方形区を一辺 5 m の小区画（5 m×5 m：36 区画）に区分し、これ
を調査単位とした。小区画の 4 隅に目印の支柱を立てて、毎回小区画を復元できるよう
にした。
②木本調査：森林を樹高により 5 つの階層に分け（第Ⅰ層：4 m 以上、第Ⅱ層：2-4 m、第
Ⅲ層：0.7-2 m、第Ⅳ層：0.2-0.7 m、第Ⅴ層：0.2 m 未満）、小区画ごとに全個体の種名、
出現階層（最も高い幹の属する階層）、階層別幹本数を記録した。樹高 2m 以上の幹につ






④樹冠投影図：永久方形区全体の樹冠投影図を作成した（1976 年、2007 年、2017 年のみ）。












（cm2）Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
アツバシロテツ 固有 EN 2 1 2.0 
オオバシロテツ 固有 5 1 5.0 
シロテツ 固有 28 83 5 51 29.0 
アカギ 外来 1
シマムラサキ 固有 CR 3 9 62 102 3.0 
コヤブニッケイ 固有 1 1
ノヤシ 固有 VU 2 3 3 2.0 
シマイスノキ 固有 109 90 44 393 639 7456.9 
シマホルトノキ 固有 5 9 10 19 49 139.2 
ムニンゴシュユ 固有 VU 14 3 12 1232.0 
オオトキワイヌビワ 固有 VU 1 3 9 6 1.0 
オガサワラクチナシ 固有 VU 2 19 10 1 1 30.0 
オガサワラモクレイシ 固有 VU 3 1 6 18 143.9 
テリハハマボウ 固有 7 15 11 3 9 508.1 
ムニンイヌツゲ 固有 VU 32 9 14 29 226 1574.0 
シマムロ 固有 VU 1 43.0 
ムニンネズミモチ 固有 10 77 231 1589 1756 139.2 
ムニンイヌグス 固有 3 34 165 138 78 86.1 
コブガシ 固有 1
シマタイミンタチバナ 固有 VU 41 3 3 4 18 1884.5 
キンショクダモ 固有 5 30 3 14 5.0 
シマモクセイ 広域 1 7
タチテンノウメ 広域 1 8 1.0 
タコノキ 固有 37 16 53 70 3 1938.5 
オオミトベラ 固有 EN 5 15 36 84 5.0 
シマカナメモチ 広域 NT 2 6
リュウキュウマツ 外来 2 5 7 16 79 54.5 
アカテツ 広域 83 37 45 123 13416 4269.3 
オガサワラボチョウジ 固有 VU 14 2 1 3 942.2 
シマシャリンバイ 広域 13 31 31 325 716 272.9 
ヒメフトモモ 固有 VU 53 69 83 318 580 1952.0 
チチジマクロキ 固有 EN 7 60 10 3 11.0 
ムニンヒメツバキ 固有 80 17 22 18 430 8873.9 
ナガバキブシ 固有 EN 1 4 4 1.0 
シマギョクシンカ 固有 VU 1 4 63 1.0 
ムニンシャシャンボ 固有 VU 1 1 5 1 13.8 
トキワガマズミ 固有 EN 1
ムニンアオガンピ 固有 NT 7 5 39 84 325 133.8 
合計 517 502 991 3335 18642 31753.8
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1976 年における林冠を構成する樹木の樹高は概ね 6 ～ 8m（アカテツがやや突出する）
で、全体として低木林の相観を呈する。樹冠投影図（図 2 参照）ではシマイスノキ（全面




林床の草本、ツル植物、着生・寄生植物としては 20 種が出現した（表 2）。ムニンナキ
リスゲ、ムニンクロガヤ、フサシダは全域にわたって林床に出現し、トキワサルトリイバ
ラ、オオシラタマカズラ、ムニンハナガサノキの 3 種のツル植物も高い頻度で見られた。




図 1 に 41 年間の階層ごとの個体数の変化と階層間の移動をまとめた。また、表 3 に第Ⅰ
～Ⅲ層に出現した種ごとの個体数の変化と 41 年間の増減の割合を示す。以下に、各調査の




数字は出現した小区画数（全 36 区画）を表す。 
RD：「環境省レッドデータ 2015」記載のランクを示す。
種名 分布 RD 1976 年 1986 年 1997 年 2007 年 2017 年
ムニンナキリスゲ 固有 34 欠測 36 36 30
ムニンクロガヤ 広域 34 34 35 9
フサシダ 広域 33 34 34 30
トキワサルトリイバラ 広域 33 29 27 19
オオシラタマカズラ 固有 32 25 28 25
ムニンハナガサノキ 固有 30 30 30 32
ヒゲスゲ 広域 28 4 14 3
ヒラアンペライ 広域 10 10 10 1
キキョウラン 広域 8 12 6 2
マツバラン 広域 NT 7 10 4 3
ホソバクリハラン 固有 NT 5 7 4 1
アサヒエビネ 固有 VU 3 2 2 2
タマシダ 広域 1 5 4 1
エダウチチジミザサ 広域 1
オキナワテイカカズラ 広域 1
ムニンエダウチホングウシダ 固有 VU 1 1
ヒバゴケ 広域 3 1
ハマホラシノブ 広域 1 1
トウロウソウ 外来 6
ウエマツソウ 広域 VU 4
シマツレサギ 固有 EN 23
シマオオタニワタリ（着生） 広域 ＋ ＋
ヒメシシラン（着生） 広域 ＋ ＋ ＋
ムニンボウラン ( 着生） 固有 EN ＋ ＋










































































































①第 1 期（1976 ～ 1986 年）：1983 年 11 月の大型台風の被害による高木・亜高木層の樹冠
の幹折れ・先枯れが顕著で、階層が下方にシフトした個体が多く見られた。とくに、シ
マイスノキでは第Ⅰ層 109 個体のうち、44 個体（40.4%）が第Ⅱ層以下に樹高を減じた。
1980 ～ 83 年に父島で猛威を振るった松枯れ病により、方形区周辺のリュウキュウマツ
親木が大量に枯死した。1980 年夏の干ばつで第Ⅴ層のアカテツの実生は半減し、ムニン
表 3　第Ⅰ～Ⅲ層の個体数の推移と 41 年後の割合




シマモクセイ 0 0 1 1 2 1.00<
シマシャリンバイ 75 77 136 134 94 1.25
シマムロ VU 1 1 1 1 1 1.00
タチテンノウメ 1 1 1 1 1 1.00
シマカナメモチ NT 2 1 2 2 2 1.00
ムニンシャシャンボ VU 7 7 7 7 7 1.00
ムニンヒメツバキ 119 109 122 115 112 0.94
ヒメフトモモ VU 205 175 215 204 178 0.87
シマイスノキ 243 233 264 239 203 0.84
オオバシロテツ 5 5 4 5 4 0.80
ノヤシ VU 5 5 3 4 4 0.80
タコノキ 106 70 83 84 73 0.69
ムニンアオガンピ NT 51 118 141 85 35 0.69
アツバシロテツ EN 3 3 3 3 2 0.67
ムニンイヌグス 202 182 198 154 127 0.63
ムニンゴシュユ VU 17 15 12 10 10 0.59
ムニンイヌツゲ VU 55 45 41 37 30 0.55
シマホルトノキ 24 15 17 16 13 0.54
キンショクダモ 35 32 29 26 18 0.51
チチジマクロキ EN 67 65 57 41 34 0.51
オガサワラボチョウジ VU 17 13 11 9 8 0.47
シマタイミンタチバナ VU 47 39 33 30 22 0.47
テリハハマボウ 33 20 20 19 15 0.45
オガサワラクチナシ VU 31 29 20 17 13 0.42
アカテツ 165 128 86 81 58 0.35
シロテツ 111 98 88 67 38 0.34
オオトキワイヌビワ VU 4 3 2 1 1 0.25
ムニンネズミモチ 318 383 344 112 64 0.20
リュウキュウマツ 14 36 29 19 2 0.14
オオミトベラ EN 20 6 4 4 2 0.10
シマムラサキ CR 12 5 2 1 0 0.00
オガサワラモクレイシ VU 4 2 3 2 0 0.00
コブガシ 1 0 0 0 0.00
ナガバキブシ EN 5 5 2 1 0 0.00
シマギョクシンカ VU 5 4 8 3 0 0.00
合計 2016 1930 1989 1535 1173 0.58
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ネズミモチの実生も 4 分の 1 に減った。一方、シマイスノキが 1984 年に成り年となり、
翌年大量発生したシマイスノキの実生が一時は林床を埋め尽くす現象が起きた。
②第 2 期（1986 ～ 1997 年）：第 1 期に台風で損傷した樹冠が少しずつ回復する傾向が見ら
れた。乾性低木林の随伴種となる希少種は第 1 期から減少しつつあったが、第 2 期でも
その流れは変わらず、オオミトベラとシマムラサキは当初の 5 分の 1 以下に激減した。




③第 3 期（1997 ～ 2007 年）：多くの種で個体数の減少傾向が続いた。とくに亜高木性樹







④第 4 期（2007 ～ 2017 年）： 各階層で個体数の大幅な減少が見られた。アカテツの第Ⅰ
～Ⅲ層の個体数は 1976 年の 35% にまで減少した。低木性樹種の希少種であるシマムラサ
キ、ナガバキブシ、ムニンシャシャンボはついに方形区から消失した。他の随伴種のムニ
ンゴシュユ、ムニンイヌツゲ、オガサワラクチナシ、シマタイミンタチバナなども減少傾



















図 2 に 1976 年と 2017 年の樹冠投影図を示す。また、表 4 には林冠を構成する樹種ごと
の個体数、占有面積、個体当たり面積を示す。1976 年には大きな樹冠の間に小さな樹冠が
ひしめき合っていたが、2017 年には小さな樹冠が減って、個々の樹冠の面積が平均化して
きたように読み取れる。実際に、林冠を構成する個体の数は 474 個体から 276 個体（58.2%）
にまで減少し、1 個体当たりの樹冠面積は 1.74 倍に増加した。林冠優占樹種では 1976 年に
シマイスノキ、アカテツ、ムニンヒメツバキが勢力を 3 分していたのに対して、2017 年は
アカテツとムニンヒメツバキは占有面積を増やす一方、シマイスノキは占有面積を半分に
減らした。


















ノヤシ CL 0 3.5 8.4 0.9 2.4 
シマイスノキ DL 100.5 188.6 21.0 1.9 35.5 101.0 11.2 2.8 
シマホルトノキ EL 2.5 2.6 0.3 1.0 4.5 10.7 1.2 2.4 
ムニンゴシュユ EN 13.5 37.4 4.2 2.8 8 22.8 2.5 2.8 
オガサワラクチナシ GA 2 0.5 0.1 0.2 0
オガサワラモクレイシ GE 3 2.8 0.3 0.9 0
モンテンボク HI 7 8.3 0.9 1.2 4.5 9.7 1.1 2.2 
ムニンイヌツゲ IM 34.5 34.8 3.9 1.0 16.5 35.1 3.9 2.1 
シマムロ JU 1 0.7 0.1 0.7 1 0.7 0.1 0.7 
ムニンネズミモチ LI 7.5 2.1 0.2 0.3 1 0.3 0.0 0.3 
ムニンイヌグス MB 3 0.5 0.1 0.2 0
シマタイミンタチバナ MM 35 33.9 3.8 1.0 16 15.1 1.7 0.9 
タチテンノウメ OS 0 1 0.3 0.0 0.3 
タコノキ PA 38.5 47.4 5.3 1.2 24 44.2 4.9 1.8 
リュウキュウマツ PI 1 0.2 0.0 0.2 0
アカテツ PO 74.5 124.6 13.8 1.7 38 151.2 16.8 4.0 
オガサワラボチョウジ PY 12 13.3 1.5 1.1 6.5 9.0 1.0 1.4 
シマシャリンバイ RH 12 6.9 0.8 0.6 6 7.0 0.8 1.2 
ヒメフトモモ SB 45 41.5 4.6 0.9 37.5 75.9 8.4 2.0 
チチジマクロキ SC 0 2 4.3 0.5 2.2 
ムニンヒメツバキ SM 75.5 182.2 20.2 2.4 66 279.4 31.0 4.2 
ムニンシャシャンボ VA 0.5 0.5 0.1 0.9 0.5 0.7 0.1 1.3 
ムニンアオガンピ WK 5.5 2.6 0.3 0.5 4 1.3 0.1 0.3 
空白（ギャップ） 168.5 18.7 122.8 13.6 






































本調査期間中（1986 年～ 2016 年）に父島気象観測所で計測された降水量の年変化（気
象庁ホームページ：data.jma.go.jp/gmd/risk/obsdl/index.php）と同観測所で戦前の 37 年
間（1907 年～ 1943 年）に計測された降水量の年変化（Maejima & Oka, 1980）とを比較す
ると、返還後の気候の特徴が浮かび上がる。まず、戦前の平均年降水量は 1609 mm であ
り、年降水量が 1000 mm を切る年は皆無であった。また、温暖月（5-10 月）の乾燥につい
ても、降水量が 500  mm を切るような干ばつの年はなかった。一方、調査期間中の年降水
量の平均は 1269.5 mm であり、戦前と比べて年降水量が 20% 近くも減少している。また、
年降水量が 1000 mm を下回る年が 4 回もあった。さらに、5-10 月の降水量が 500mm を下
























































































































Abe T (2006) Threatened pollination systems in native flora of the Ogasawara (Bonin) 
Islands. Annals of Botany 98 : 317-334.
清水：小笠原諸島父島の乾性低木林における 41 年間の個体群動態（予報）
― 103 ―
Abe T, Makino S & Okochi I (2008a) Why have endemic pollinators declined on the 
Ogasawara Islands? Biodiversity Conservation 17 : 1465-1473.
Abe T, Wada K & Nakagoshi N (2008b) Extinction threats of a narrowly endemic shrub, 




ネズミの食害状況．小笠原研究年報 39 : 73-83．
加藤真（1992）小笠原における植物と送粉昆虫のパートナーシップ．WWFJ Science Report 
1(1) : 51-61．
加藤真（1994）植物をめぐるパートナーシップの成立と崩壊．科学 64 : 633-640．
Maejima I & Oka S (1980) Climate records of the Ogasawara (Bonin) Islands．Ogasawara 
Research 3 : 1-42.
宮下和喜（1991）グリーンアノールの分布拡大とオガサワラトカゲの生息状況．『第 2 次小
笠原諸島自然環境現況調査報告書』東京都立大学，182-184．
延島冬生（2017）消える地名か　武田牧場．小笠原研究年報 40 : 1-12．
島田律子・向哲嗣・小野剛・大林隆司・佐藤豊三・佐橋憲生・秋庭光輝・太田祐子・升屋
勇人・服部力（2013）父島・母島における南根腐病の発生状況および宿主植物．小
笠原研究年報 36 : 71-77．
清水善和・田端英雄（1979）植物から見た小笠原 . 小笠原研究年報 3 : 32-44．
清水善和 （1982a）小笠原の山地型自然林における主要樹木 75 種の親木・稚樹・実生の出
現状況．小笠原研究年報 6 : 42-52．
清水善和 （1982b）1980 年夏の干ばつが父島の植生に与えた影響について．『小笠原諸島自
然環境県境調査報告書（3）』東京都，31-37．
Shimizu Y (1983) Phenological studies of the subtropical broad-leaved evergreen  forests 
at Chichijima Island in the Bonin Islands, Japanese Journal of Ecology 33 : 135-147.
Shimizu Y (1985) Juvenile height growth in the subtropical evergreen broad-leaved 
forest at Chichijima in the Bonin Islands．Memoirs of the Faculty of Science, Kyoto 
University, Series of Biology 10 : 63-72．





に．駒沢地理 30 : 17-68．
清水善和（1999）小笠原諸島父島における乾性低木林の 21 年間の個体群動態．保全生態学
研究 4 : 175-197．
清水善和（2007）小笠原諸島父島のマツ・ヒメツバキ二次林における撹乱（松枯れと台風
被害）をはさむ 26 年間の植生変化．地域学研究　20 : 1-35．
清水善和（2008）小笠原の「乾性低木林」とは何か．小笠原研究年報 31 : 1-17．






Shinobe S, Uchida S, Mori H, Okochi I & Chiba S (2017) Declining soil crustacean in a 
world heritage site caused by land nemertean. Scientific Reports 7 : 12400 DOI : 10. 
1038/s41598-017-12653-4
杉浦真治（2009）侵略的外来生物・ニューギニアヤリガタリクウズムシの生態と固有陸産
貝類への影響．地球環境 14 : 25-32．
辻村美鶴・清水晃・苅部治紀・大林隆司・村上哲明・加藤英寿（2015）外来種による小笠
原在来植物の送粉系攪乱．小笠原研究 42 : 23-64．
渡邊謙太・加藤英寿・若林三千男（2003）小笠原諸島の在来植物に対するクマネズミの食
害状況調査．小笠原研究年報 26 : 13-31.
渡邊謙太・加藤英寿・菅原敬（2009）小笠原諸島固有種オガサワラボチョウジの保全につ




気候環境の変化．地理学評論 79 : 516-526．
